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滑に研磨することで観察が容易になることが少なくな

い。しかし、硬い岩石の研磨には岩石切断機（ダイヤ

モンドカッター）および研磨機（グラインダー）など

の装置が必要とされ、これらはたいへん高価であり、

たとえ設置されても一台のみとなるため、多人数の授

業には十分対応しきれないことが多い。

また、中学校理科第二分野（生物・地学）の「岩

石・火山」領域では、岩石を構成するものの理解及び

その成因の理解が求められ、岩石薄片を用いた観察内

容が取り扱われる。しかし、これらに関する授業では

生徒一人一人が実際に岩石薄片を作成し、観察するこ

はじめに

理科分野では実験・観察はたいへんに重要であり、

これらを授業に取り入れることで児童・生徒の理解が

深まり、その教育効果は極めて大きい。しかし一般に

は、そのための予備実験・準備・後片付けに相当の時

間を割かなければならず、このことは実験経費と共に

授業実施上の大きな制約となっている。筆者らは地学

分野（特に岩石・鉱物分野）の実験を円滑に、またよ

り容易に行えるよう研究を進めている。

川原の岩石をはじめ、岩石の観察にはその一端を平
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要　　旨

偏光顕微鏡用の岩石薄片の作成には、従来の方法では岩石切断機や研磨機などといった大型、かつ、高価な機

器が必要とされてきた。本研究で筆者らは、これらの機器のかわりに「合成砥石」を用いた偏光顕微鏡用岩石薄

片の作成方法を考案した。本作製法では、砥石をはじめ市販の物品を用いることで、容易に、かつ安価に岩石薄

片の作成が可能である。また、多数の生徒が同時に薄片作成を体験することができ、時間の節約もはかれる。中

学校による実践でもその教育的効果が確認できた。



（1968）、安部（1982）、黒田・諏訪（1983）、及び（独）

産業技術総合研究所のホームページ（2002）などに詳

しく述べられている。これらの方法では、一般に、岩

石切断機（ダイヤモンドカッター）、研磨機（グライ

ンダー）あるいは面出しされた鋳鉄板、厚手（５～

10mm）のガラス板、及び粒度の異なる３～４種の研

磨剤を必要とする。学校現場でこれらの設備を整える

ことは経済的にも困難であり、また導入できたとして

も多数の生徒が同時に使用することはできない。さら

に、これらを用いての薄片の作成には少なからず技術

の熟達が要求される。千葉・斎藤（1996）は「かわら

の小石の図鑑」の中で、チップを市販の耐水研磨紙で

研磨していくというより簡便な薄片作成法を紹介して

いる。しかし、この方法では、耐水研磨紙の耐久性の

点において経済的課題があり、また、チップが厚くな

ると薄片作成に相当の時間を必要とするなどの課題も

ある。これらの作成法に対し、砥石を用いる作成法は、

経済性、薄片作成の容易さに加え、多数の生徒が同時

に行えること、及びわずかな空き時間の積み重ねで作

成していけるなど、多くの利点がある。表１に「一般

的岩石薄片作成法」と「砥石を用いた作成法」の概要

を示した。通常の作成法と比較すると、チップの研磨

工程を二種類の砥石で対応していることがわかる。

Ⅲ　砥石を用いた薄片作成法

合成砥石を用いた岩石薄片作成法の詳細を、各工程

ごとに順を追って述べる。

１．準備

砥石を用いた岩石薄片作成法における必要物品を以下

に示す。

〔チップの作成〕岩石、ハンマー、軍手、安全メガネ

〔チップの研磨〕砥石（砥面直し砥・中仕上用砥石）、

雑巾、ビニールテープ、（必要に応じ、軍手、ゴム手

袋、指サック）

本研究での使用砥石（同等の粒度のものであれば可）

（a）砥面直し砥（砥面修正砥石）

修正砥石「ダイヤブロック」（スエヒロ製）、粒

度♯46、150×50×26mm、または「ブロックコ

ンクリート用修正砥石」株（フチオカ製）、粒度

とはほとんどない。多くは、教科書や参考資料中に掲

載されている顕微鏡写真を参照するか、一台の顕微鏡

にカメラを設置し、これからの画像を投影するという

一種の演示実験での対応となるかのいずれかである。

その原因として偏光顕微鏡が高価なこと、及び市販

の岩石薄片も高価であり、また岩石薄片を自作する場

合でも岩石切断機、研摩機、各種研磨剤などが必要と

されることに加え、ある程度の作成技術の熟達が求め

られることなどが挙げられる。しかし、沼田市立沼田

中学校や群馬大学教育学部附属中学校での授業実践に

よると、生徒自身が岩石薄片の作成を行うこと、およ

び偏光顕微鏡による観察を生徒一人一人が行うこと

で、岩石への興味が著しく増大し、かつ、その構成物

や成因への理解も深まることが確認された。

偏光顕微鏡については、生物顕微鏡を用い、回転機

能をもたせた簡易偏光顕微鏡の作成についての研究結

果が報告されており（佐々木・吉川、2008）、この方

法で十分に対応が可能である。他方、岩石薄片の作成

法については一層の工夫改良の余地があると考えられ

る。そこで、偏光顕微鏡用岩石薄片の簡易作成法につ

いて検討を重ねてきた。その結果、チップ（岩石小片）

の研磨に合成砥石を活用することで、従来よりも安価

に、かつ、生徒でも容易に薄片作成が可能な方法とな

ることがわかった。その作成法の概要及び実践例につ

いて報告する。

Ⅱ　薄片作成の一般的手順と先行研究例

岩石薄片は、一般に図1に示された流れで作成され

る。具体的な薄片作成方法は益富（1955,1987）、黒田
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図１ 薄片作成の流れ
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一般的岩石薄片作成法の概要 砥石を用いた岩石薄片作成法の概要
１）岩石試料の用意 １）岩石試料の用意：同左
２） 整形：岩石より薄片作成用のうすいチップ（岩石片）をつくる（25×30 
mm厚さ10mm以下）。

（方法）⒜岩石切断機を用いて切り出す。
　　　 ⒝小型ハンマーでうすいチップをかきとる。

２） 整形：同左、⒝の方法のとき、チップがうす
いほど研磨時間の節約になるが、割れやすく
なる。（5～ 10mm厚が適当）

３）面出し（面つくり）：薄片用チップの一面を平滑な面に仕上げる。
　　 （準備物品）研磨機または鋳鉄板、厚手のガラス板またはメノー板（以上、
いずれも表面が平坦なもの）、研磨剤（カーボランダムSiC：粒度♯100ない
し♯150程度、♯400ないし♯600程度；アランダムAl2O3：粒度♯1000ない
し♯1500程度）、雑巾、小型洗面器、他に必要に応じ、軍手、ビニールテー
プ、など。

（手順１）荒ずり及び中ずり（研磨機または鋳鉄板、カーボランダム）
　　ⅰ）荒ずり：♯100ないし♯150あるいは両方を用いて、平坦面を作る。
　　ⅱ）中ずり：♯400ないし♯600を用いて、より平坦な面にする。
（手順２）仕上げずり（ガラス板またはメノー板、♯1000ないし♯1500アランダム）
　　 濡れ雑巾上にガラス板を置き、その上に水を用いて研磨剤をうすくのばす
ようにぬる。

　　中ずりの終了した面をさらに平滑な面に仕上げる。
〔留意点〕①研磨面が湾曲することのないように、注意して研磨していく。
　　　　　② 試料片及び手をきれいに洗った後に次の研磨に移り、粒度の異なる

研磨剤の混入を避ける。

３）面出し（面つくり）：同左
（準備物品）砥石（砥面直し砥及び中砥）、雑巾、

ビニールテープ、軍手、など。
（手順１）砥面直し砥（♯24ないし♯48が市販）

上でチップの一面を平坦にする。
（手順２）中砥（♯800ないし♯1000）上で平坦面

をさらに平滑にする。
〔留意点〕① 使用前に、砥石の表面が一様な平坦

面になっていることを確認する。
　　　　  ② 砥石は使用前に水に入れ、気泡が出

なくなるまで漬け込んでから使う。
 　　　　  ③ 研磨面が曲面にならないように注意

してすり減らす。

４）スライドガラスへの接着
（接 着剤）レークサイドセメントLakeside Cement（熱可塑性接着剤）、または

エポキシ系接着剤（コニシ㈱製、品番♯16023ボンドＥセット（90分型）；
セメダイン㈱製、品番CA-151セメダインスーパー（60分型）、など）。エポ
キシ系接着剤はホームセンター等で入手可能。

〔留意点〕① スライドガラスと試料の接着面の汚れ、繊維くず等のほこりをきれ
いに取り除く。

　　　　 ② スライドガラスと面出し試料面との間に気泡が残らないように接着
する。

　　　　　③ エポキシ系接着剤を使用するときは、面出し試料を十分に乾燥させ
た後に接着する。

４）スライドガラスへの接着
　　同左

５）二次切断：状況によっては省略できる。
　　 スライドガラス面から１～２mmの厚さを残して、岩石切断機で切断除去
する。

５）二次切断：省略できる。

　６）薄片の作成
　　（準備物品）「３）面出し」と同じ。
（手順１）荒ずり及び中ずり（研磨機または鋳鉄板、カーボランダム）
　　ⅰ） 荒ずり：♯100ないし♯150あるいは両方を用いて、0.1 ～ 0.2mm程度に

まですり減らす。
　　ⅱ）中ずり：♯400ないし♯600を用いて、0.05 ～ 0.07mm程度まですり減らす。
（手順２）仕上げずり（ガラス板またはメノー板、アランダム）
　　「３）手順２」と同じ要領で、ゆっくりとていねいにすり減らす。時々、偏
光顕微鏡で薄片の厚さを確認しながら、0.03mmの厚さにする。

〔留意点〕①試料全体を均等にすり減らす（片ずりにならないよう注意する）。
　　　　 ② 「（手順１）ⅰ）荒ずり」の前に、スライドガラスの両端にビニールテー

プを貼って荒ずりを行うと、均等に約0.1mmまですり減らせる。テー
プをはがしてから「中ずり」に移る。

　　　　 ③「仕上げずり」の前に、薄片及び手を十分きれいに洗う

６）薄片の作成
　（準備物品）「３）面つくり」と同じ。
（手順１）スライドガラスの両端にビニールテー

プを貼り、砥面直し砥上で、ビニールテープ
の厚さになるまですり減らす。

（手順２）ビニールテープをはがした後、中砥上で、
薄片全体が均等にすり減るように、ゆっくり
とていねいにすり減らす（力をかけすぎない
こと）。時々、偏光顕微鏡で薄片の厚さを確
認しながら、0.03mmの厚さにする。

〔留意点〕①片ずりにならないように注意する。
　　　　 ② （手順２）の前に、薄片と手をよく

洗う。

７）カバーガラスの貼付け
（カバーガラス）200倍以上の高倍率観察を必要とする場合は、カバーガラスの

厚さが0.12 ～ 0.17mmのもの（No.1）を使う。
（接着剤）カナダバルサムCanada Balsam、または合成封入剤（株ニチカ、合成

封入剤EUK；など）。
（手順１）薄片上の余分な接着剤を除去する。岩石から1～ 2mm離れたところ

にカッターナイフで切り込みをいれ、その外側の接着剤を削り取る。
（手順２）薄片の中央及び四隅に適量の接着剤をのせ、カバーガラスを静かにか

ける。マッチ棒などでカバーガラスをゆっくりと動かしながら、気泡を押
出していく。

〔留意点〕① 薄片及びカバーガラスの接着面の汚れ、繊維くず等のほこりをきれ
いに取り除く。

　　　　 ②カバーガラスを割らないように、力を加減して作業する。

７）カバーガラスの貼付
　　同左

８）薄片の完成
　　接着剤が十分に固結した後、カバーガラスの周囲にはみだした接着剤を熱
した金べらで取り除き、薄片全体をエチルアルコールで洗浄後、水洗いする。
ラベルを貼る。産地・試料番号等を書く。

８）薄片の完成
　　同左

表１　岩石薄片作成法の比較
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２．砥石を用いた岩石薄片作成法の手順

１）岩石試料の用意

２）整形

岩石試料をハンマー等で破砕し、適当な大きさのも

のを選び出す。岩石切断機がある場合は、あらかじめ

25×30×10mm厚程度に切断しておくとよい。

〔留意点１〕

①薄いチップを選ぶと、薄片作成時間が短縮される。

しかし、薄すぎると割れやすくなる。5～10mmが

適当な厚さである。

②ハンマー使用時は破片の飛散に注意する。必ず、軍

手・安全メガネを着用し、肌を露出させない状態

（長袖・長ズボン着用等）で行う。

３）面出し（面つくり）（作業時間約30分：砥面直し

砥20～25分、中砥５～10分）

チップの一面を平滑な面に仕上げる。

（手順１）荒ずり：砥面直し砥（♯24または♯48）上

で、チップの一面を平坦にする（必要に応じ、適宜、

砥面（砥石面）に水をたらしながら研磨する、図３）。

（手順２）仕上げずり：中砥（♯800または♯1000）上

で平坦面をさらに平滑にする（必要に応じ、適宜、砥

面に水をたらしながら研磨する）（図５A）。研磨面の

平坦性の確認は、研磨面に蛍光灯等の光を反射させる

ことで行う。研磨面が、一様に、（手順１）での研磨

後よりも強く光を反射していればよい。

♯24、150×50×30mm（図２）

（b）中仕上用砥石（中砥）

キングホーム砥石（K-45）、粒度♯1000、176×52×

15mm（中砥は台付きのものでなくてもよい。粒

度は♯800～1000程度が適当である。）（図２）

〔スライドガラス、カバーガラス、接着剤（二種類）〕

スライドガラス：岩石鉱物用として28×48×1.3mm厚

のものが市販されている。生物用スライドガラスで

も良い。

カバーガラス：24×32×0.17mm厚。

接着剤：スライドガラスへの接着にはエポキシ樹脂系

接着剤またはレークサイドセメント（熱可塑性接着

剤）、カバーガラスの接着にはカナダバルサムまた

は合成封入剤（株式会社ニチカ、合成封入剤EUK

など）を用いる。

本研究での使用接着剤

・エポキシ樹脂系接着剤：コニシ（株）製，品番

♯16023，ボンドEセット（90分型））、またはセ

メダイン（株）製，品番CA-151，セメダインス

ーパー（60分型）。

・カナダバルサム（市販のカナダバルサム（関東

化学，一級）をあらかじめ熱処理したものをキ

シロール（キシレン）で溶かして使用）

iv）その他

プラスチックバット（324×234×52mm程度）

図２ 左の二つは荒ずり用の砥面直し砥
（粒度はそれぞれ♯ 24、♯ 48）、右端
の砥石は仕上ずり用の中砥（♯ 1000）

図３ 砥石の使い方：濡らした雑巾の上に砥
石を置いて研磨する
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時間は気温により、冬季はさらに時間がかかること

がある；本研究では「ボンドEセット」を用い、12

～24時間放置した）。

〔留意点３〕

①（手順４）で、気泡の有無はスライドガラスの裏側

から見るとわかる。

②接着剤が指等に付着した場合は、すぐにふき取り、

石ケンと水でよく洗い落とす（接着剤の使用説明書

の指示に従って行う）。

５）薄片の作成（作業時間60～120分）

スライドガラスに貼付けたチップを、砥面直し砥及

び中砥を用いて0.03mmの厚さまですり減らす。

（手順１）荒ずり：砥面直し砥（♯24または♯48）を

用い、0.1～0.2mm程度の厚さまですり減らす（図

5C）。スライドガラスの両端にビニールテープを貼

っておくと、約0.1mmの厚さまでほぼ均等にすり減

らせる。本作業終了後ビニールテープをはがす。

（手順２）仕上げずり：中砥

（♯800または♯1000）を用い、薄片全体が均等にすり

減るように注意しながら、ゆっくりとていねいに作

業する。時々、偏光顕微鏡で薄片の厚さを確認しな

がら、0.03mm（髪の毛の太さの約1/3）の厚さにす

る（図５D）。

〔留意点４〕

①片ずりにならないように十分注意する（砥面の平坦

性に注意する。薄片を時々90度ずつ回転しながらす

り減らしていくとよい）。

②（手順２）の前に、薄片と手をよく洗う。

③（手順２）では、薄片に力をかけすぎないようにす

る。

６）カバーガラスの貼付け（作業時間約５～10分）

研磨の終了した薄片に接着剤を用いてカバーガラス

をかける（薄片面での光の散乱防止と薄片の表面保護

のため）。接着剤にはカナダバルサムまたは合成封入

剤を用いる。本研究では、熱処理したカナダバルサム

をキシロール（キシレン）で溶かしたものを使用し

た。

〔留意点２〕

①指先保護のため、必要に応じて軍手等を着用する。

②すべての砥石は使用前に水に入れ、気泡が出なくな

るまで漬け込んでから使う。

③砥石の砥面が平坦でないと、チップを平坦に研磨す

ることができない。特に中砥での研磨工程ではこの

ことが重要である。平坦でない場合（図４）は中砥

同士をすり合わせ（共ずり）て、砥面を平坦にする。

なお、砥面の平坦性を持続させるためには、砥面全

面を均等に使うように心がける。

④チップの研磨面が曲面にならないように注意しなが

ら研磨する（手首を動かすと曲面になりやすい。手

首を固定し、肘の曲げ伸ばしまたは肘を中心に「の」

の字を描くように研磨するとよい）。

４）スライドガラスへの接着（接着作業約10分：硬化

時間は接着剤の種類による）

面出しの終了したチップを接着剤を用いてスライド

ガラスに貼付ける（図５B）。

（手順１）面出しの終了したチップをよく洗浄し、完

全に乾かす（ホットプレート、ドライヤーなどを使

って乾燥すると時間の短縮になる）。

（手順２）スライドガラスと岩石研磨面の汚れ、繊維

くず等のほこりを取り除く。

（手順３）接着剤の主剤と硬化剤を等量取り出し、均

一に混ぜる。

（手順４）スライドガラスと岩石研磨面の間に気泡が

残らないように貼付ける（気泡を取り除くことで、

接着剤の厚みは最小になる）。

（手順５）貼付け後はプレパラートを水平に保ち、完

全に固結するまで放置する（通常10時間程度。固結

図４ 砥面の平坦でない砥石：中央部のくぼ
みが消えるまで共ずりをする
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７）薄片の完成（作業時間約５分）

接着剤固化後、カバーガラスの外にはみ出した接着

剤を熱した金べら等で取り除き、エチルアルコールで

薄片全体を洗浄した後、水洗いする。薄片に、産地・

試料番号・岩石名等を記入したラベルを貼る。

Ⅳ　本方法による岩石薄片作成の実践例

群馬大学附属中学校において、一年生による「合成

砥石を用いた岩石薄片作成」の実習を、選択理科の時

間と休み時間（15分）を利用して行った。薄片作成用

岩石には安山岩を使った。実習の実践記録を表２に示

す。なお、今回の実習は年度末の時間制約のため、薄

片作成の荒ずり～仕上ずり途中までとなった。また、

生徒の実習状況を図６に示す。

Ⅴ　考察とまとめ

中学校理科は一分野（物理・化学）と二分野（生

物・地学）に区分され、このうち二分野の地学領域で

は、気象、天文、岩石・火山が扱われる。一般に、理

科では生徒の興味・関心を引き出し、またより理解を

深めさせるために実物や標本を活用することが望まれ

る。

特に地学領域では資試料の提示や観測・観察が不可

欠であるが、学校現場でのこれらへの対応は必ずしも

簡単ではない。予算措置上の問題や予備実験・準備・

後片付けのための時間的制約のほかに天候上の問題な

どもある。地学では、地学現象の時間的・空間的スケ

ールの多様さゆえに、生徒自身による体験的学習を取

り入れることの教育的効果は極めて大きいと考えられ

る。

地学領域で扱われる「岩石」は固体地球を構成する

物質であり、山、川、海岸において、また建材（石材）

として誰もが日常的に目にするはずのものである。し

かし、岩石についての児童・生徒の理解は一般にそれ

ほど高くない。それは、ひとつひとつの岩石を定義し

ているものが「微細な鉱物の種類と量比」及びそれら

の「集合のしかた（組織）」であり、これらが「岩石

の外観（色・硬さ・形状など）」と直接に対応すると

は限らないからである。特に中学校では、鉱物や組織

を岩石の成因と関係づけて学習するが、その際、岩石

（手順１）薄片上の余分な接着剤を削除する。岩石か

ら１～２mmはなれたところにカッターナイフで切

れ込みを入れ、その外側の接着剤を慎重に削り取

る。

（手順２）薄片及びカバーガラスの接着面の汚れ、繊

維くず等のほこりを取り除く。

（手順３）薄片の中央及び四隅に適量の接着剤をのせ、

カバーガラスを静かにかける。マッチ棒などでカバ

ーガラスをゆっくりと動かしながら、間の気泡を押

出していく。

〔留意点５〕

カバーガラスを割らないよう、力加減に注意する。

〔その他〕

接着剤でカバーガラスを固定せずに観察することも

可能である。薄片上にカバーガラスを置き、それらの

間に水をしみこませることで、一時的な観察は可能で

ある。この場合、薄片はチャック付ビニール袋等に入

れて保管する。

図５ 薄片作成工程：（A）面出しが終了した安山岩
チップ、（B）スライドガラスへの接着が終了し
たチップ(側面からの写真)、（C）約0.1mmまで研
磨された薄片 (側面からの写真 )、（D）厚さ
0.03mmの薄片(完成薄片)、この薄片では、中砥
の平坦性が不十分であったため、スライドガラ
ス周縁部がすりガラス状になっている。
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図６ 生徒による岩石薄片作成実習
（A）砥面直し砥を用いた面出し
（B）中砥を用いた面出し
（C）砥面直し砥を用いた薄片作成
（D）中砥を用いた薄片作成

日付 区分 時間 内　　　容 備　　　　考

１月30日

２月２日

２月３日

２月４日

２月６日
２月９日

２月10日
２月12日
２月13日
２月16日

選択理科

休み時間

休み時間

休み時間

休み時間
休み時間

休み時間
休み時間
休み時間
休み時間

45分

15分

15分

15分

15分
15分

15分
15分
15分
15分

○ 予め教諭がチップにしておいた安
山岩の試料を生徒に選ばせた。
○ 砥面直し砥（図6A）、中砥（図
6B）を用いて、岩石チップの面
出しを行う。  
○ 十分乾燥した後、エポキシ樹脂系
接着剤（ボンドEセット）を用い
てスライドガラスに貼付けた。
○ 荒砥を用いて薄片の作成（図6C）
を行う。

○ 荒砥を用いた薄片の作成を続け
る。

○同上
○同上

○同上
○同上
○同上
○ ビニールテープ（0.1mm）をスラ
イドガラスの両端に貼り付け、作
業を進めた。

・ チップの大きさは約13×22mm、厚さ10mm
であった。
・ 面出し研磨には30分（砥面直し砥で約20分、
中砥で約10分）かかった。

・ 接着後一日放置し、硬化の完全を期した。

・ガラスを擦らないように注意させた。
・ プレパラート側面で指先を切ってしまう生徒
がいた。
・本日終了時には5mm程度になっていた。
・怪我防止のため軍手を着用した。
・ 流しに定規を置いておき、随時厚さを確認す
るようにした。
・本日終了時には3mm程度になっていた。

・ 一人の生徒は厚さが1mm程度になったので、
その生徒は♯1000の中砥を用いて続けた（図
6D）。

・軍手は大分ボロボロになってきた。
・ 一人の生徒の進度が飛びぬけていたため、そ
の生徒は一回休みに。

表２ 砥石を用いた岩石薄片作成実習のタイムテーブル
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ある（接着剤の硬化時間は除く）。

砥石は岩石薄片の作成のみならず、川原の岩石の観

察にも活用できる。岩石の一端を砥石で平滑にするこ

とにより、観察がしやすくなる。直径３～４cm程度

の平坦面の作成に要する時間は20～30分程度である。

また、合成砥石やエポキシ樹脂系接着剤はホームセン

ターなどで市販されているものであり、生徒自身が購

入することができるため、自由研究などの幅も広がる

ものと考えられる。本方法の実践を通して、生徒は、

硬い石を研磨して岩石薄片を自作できることを知り、

また、その自作薄片を観察することで、顕微鏡観察に

もより大きな関心をもって取り組んでいた。さらに、

岩石薄片を自分の目で観察したことで、安山岩と花崗

岩の違いがより一層印象付けられ、理解も進んだこと

が観察学習の感想からもうかがえた。
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標本の提示はされても、その岩石中の鉱物や組織の顕

微鏡観察は生徒自身が直接に行うことはほとんどな

く、教科書や資料集に掲載されている顕微鏡写真を用

いるか、あるいは顕微鏡にカメラを設置し、その画像

をプロジェクターで投影して行われることが多い。こ

れらの方法では、生徒が観察した岩石と顕微鏡写真

（画像）とが直接対応していないことが多く、このこ

とも生徒の興味・関心を引き出しきれない理由の一つ

と考えられる。たとえひとつの岩石についてでも、生

徒が観察するその岩石から作った岩石薄片を生徒自身

が観察することが出来れば、この点の改善がはかれる

ことが期待される。しかし、そのためには偏光顕微鏡

の設置と岩石薄片の用意が必要となる。偏光顕微鏡は

高価であり、また、そのための岩石薄片を教師自らが

準備することも大変である。そこで、まず、偏光顕微

鏡を安価かつ簡易に作成することが試みられ、種々の

方法が報告されてきた。なかでも、佐々木・吉川

（2008）は、生物顕微鏡と偏光板及びシャーレを用い

て、回転機能を備えた偏光顕微鏡を簡単に作成する方

法を報告しているおり、この方法により偏光顕微鏡に

関する課題はほぼ解決された。

一方、岩石薄片の作成は、従来、岩石切断装置や研

磨機を用いる方法が一般的であり、学校現場での対応

は予算的にもかなり困難であるし、また実際の作成に

はある程度の熟達が必要である。耐水研磨紙を用いる

方法も報告されている（千葉・斉藤,1996）が、これ

も、耐水研磨紙の耐久性を考えると経済的課題が残り、

また作成時間の点からの課題もある。本報告で紹介し

た市販の合成砥石を用いる方法は、砥石自体が安価で

あり、耐久性にも優れ、従って経済的でもある。さら

に、砥石面の平坦性が確保されていれば、ガラス板上

で研磨剤を用いて研磨していく場合よりも効率が良い

ことが分かった（ガラス板を用いる場合、研磨剤と水

の混合割合により研磨効率が大きく変化してしまうた

め）。これらの利点に加え、砥石の数を増やせば、多

くの生徒が同時に薄片作成を経験でき、また、少しの

空き時間を積み重ねていくことで薄片を完成させてい

くことが出来る。作成に要する時間は生徒により幅が

あるが、要領がわかれば、安山岩で合計2時間程度で

（まざき　しょうた・しらい　あきら・よしかわ　かずお）




